
３ 想定される課題と
対応や工夫

（就職初期～定着期）

●発達障害の特性は一人ひとり違いますが―
周りの人や環境によって、
強みになることも、弱みになることもあります

職場研修事業の受入側の経験を
『想定された課題』 と 『対応・工夫』 に整理し、
就職初期と定着期に分けて紹介します

また、受入部署の担当者の経験談や
気づきを12のエピソードとして
紹介します

受入準備
就職
初期

定着期

１３



＜想定された課題＞ ＜対応・工夫＞

１）

職場環境に

固有の課題

■ 職場の性質上、外仕事が多く

担当者がいつも在席していない。

キーパーソンを固定しづらい。

★ 複数の担当者制にする、始業時にその日の担

当者を伝える。加えて、その職場環境に合わせ

て “担当がいなかったら”、 “困ったら”、どうすれ

ば良いかなど、を予めメモに記して、本人に伝え

ておく。

エピソード１「○○の時は□□してください」

■ 新しい環境で働く。

職場環境による負荷がかかって

 いるのではないか？

★ 業務の振り返り書式に環境面についての

 項目を設けて本人に評価してもらった上で

 「数値が○である理由を教えてください」など

追加質問をして本人の受止めを確認する。

エピソード２「通勤時のストレス確認」
エピソード３「始業前の過ごし方」
資料５：評価表 P40-42

２）

作業の指示

作業の遂行

■ 口頭指示の理解や記憶の苦手

  さ、抽象的な表現や曖昧な指示

は戸惑いやすい。

どのような対応や工夫が考えられ

 るか？

★ 口頭で指示を伝える際のポイント

①比喩はさけて、②具体的に、③必要に応じ

視覚的に分かる形で伝える（例：実物や見本

を示す）。

エピソード４「掃除範囲の見える化」

エピソード５「臨機応変さが求められる作業」

エピソード６「ある程度でOKな簡単な作業」

３）

職員との

コミュニケーション

■ コミュニケーションの苦手さがある。

その場その場で本人からの質問

 や確認がしやすい環境づくりや、

 困り事がないかの把握をどのよう

 に行えばよいか？

★ 「何か困ったら相談して」と促すよりも，一日の

仕事を振り返る日誌を用意し、選択式で答え

ることができる項目を設けて把握する。

資料３：日誌 P37-38

エピソード１「○○の時は□□してください」

エピソード７「日誌内容の取扱い（例）」

４）

体調面の把握

モチベーション維持

■ 過度に集中してしまったり、こま

めな休憩をとるなどのペース配分

が苦手な面がある。

体調面をどのように把握すれば

 よいか？

★ その職場で認められている休憩方法や休憩場

所などを伝えておくとともに、小休止や気分転

換にもなる作業のはさみ方などを話し合う。

エピソード８「自分にあった休憩方法①」

エピソード９「自分にあった休憩方法②」

資料４：体調チェック表 P39

１

１４

職場研修事業の受入初期に
『想定された課題』 と 『対応・工夫』

受入準備
就職
初期

定着期



２

＜想定された課題＞ ＜対応・工夫＞

１）

職場環境に

固有の課題

■ ある程度慣れてきた様子が窺え

るので、少しずつ業務量を増やし

たり、複数の仕事を担当してもら

いたいが、受入部署のみで作業

を捻出することにも限界がある。

★ 他部署や他課からも作業も請け負う。

受注に際しては受入部署担当者が窓口を

担い、本人の得手不得手や経験のある作業

などの説明を行う。

★ 他部署や他課から発注する際の工夫として、

最初は少しの作業量にしておき、できそうで

あれば追加をお願いして、その都度発注者から

労いの声をかける。

資料7：業務発注チラシと業務依頼書

P44-45

２）

作業の指示

作業の遂行

■ 複数の仕事を同時進行したり、

優先順位を考えることに苦手さが

あることに対し、複数の作業を担

当してもらうにはどのような対応や

工夫が考えられるか？

また、指示を聞きながらメモをと

ることへの苦手さに対して、どのよ

うな対応や工夫が考えられるか？

★ 「何を・どれだけ・いつまでにしたらいいか」を

記入するカードを作成して作業指示の時に

用いる。

★ 最初は作業を依頼する職員が書いて渡し、

慣れてきたら本人が書いて職員に確認して

いくことで、本人自身が使えるツールにして

もらう。

資料6：業務依頼カード P43

エピソード10「業務依頼内容の見える化」

■ 作業のミスがあった際に、訂正を

どのように伝えたらよいか？

★ 「ここ間違っていますよ」と注意するより、

「～のところを、△△に直してください」、

「△△にするともっと正確にできるよ」など、

どのようにすれば良いかを伝える。

３）

職員との

コミュニケーション

■ 本人の思いと受入側の思い

とのギャップが生じる可能性がある

ことに対し、本人の思いを聞くには

どのような工夫が考えられるか？

★ 困ってから面談の時間をとるよりは、無理の

ない頻度におさえながら、定期的な面談の機会

をもつことにより、予防的に対処する。

ワークシート 「振り返りミーティング」

P22-23

■ 本人の自己評価と受入側の

客観的評価とのズレが生じる

可能性があることに対し、どのように

すり合わせていけばよいか？

★ 本人と受入側とで同じ評価表を用い、

ズレがある点について話題に挙げる。

資料５：評価表 P40-42

エピソード11「評価のすり合わせのポイント」

４）

体調面の把握

モチベーション維持

■ 疲れをためない工夫について、

どのような対応や工夫があるか？

★ 本人の疲れのサインを受入側も知っておき、

そのサインが出た際にはペースダウンを

検討したり、疲れる時間帯がある程度特定

される場合は、休憩時間を決めてみる。

エピソード9「自分にあった休憩方法②」

エピソード12「疲れのサイン」

１５

職場研修事業の開始後、中盤以降で
『想定された課題』 と 『対応・工夫』

受入準備
就職
初期

定着期



研修序盤に「通勤について」に「２」がついていたので、

「２」の理由を聞いてみると、バス通勤の際に、どこで

「次、降ります」ボタンを押したらいいか、いつも迷って

まして」とのことでした。サポート役の就労支援機関

の担当者と本人で、ボタンを押す目安となる建物

を決めておくよう話し合ってもらいました。

「通勤時のストレス確認」

２

「始業前の過ごし方」

いつも始業時間ぎりぎりの時間に出勤してきます。受

入側としては、どのように伝えるか悩んでいました。

本人の受け止めを聞いてみると、これまでの職場で早

く到着しすぎたことを注意された経験があることが分か

りました。また、早く着いても、始業時間までどう過ごせ

ば良いかが分からないということでした。これらのことを

踏まえ、早く着いてからの過ごし方について話し合い

ました。

３

受入部署の担当者の経験談や気づき

１６

キーパーソン（担当者）を決めておく体制はとったものの、

出張が多く、側についてサポートすることが難しい部署でした。

そこで、「だれに・どのように」 話しかけるかを見える化し、

「○○の時は□□してください」 と、『場面（状況）と望ま

しい振る舞い』を整理し、「お助けメモ」を作成しました。

また、職場によって職員数や役職のある方の人数など、環

境は様々です。そういった点を踏まえながら、まず誰に尋ねる

のがベターなのか、例えば『尋ねない方が良い人』という表記

で伝えてみました。

研修生

「“困ったら”、 “担当がいなかったら”の欄をよく見ます。」

「○○の時は□□してください」

１

受入準備
就職
初期

定着期

「仕事以外の環境に慣れているかを把握する
ための書式例」月間評価表より

（１）通勤について
今回の通勤手段やルートに無理がなかったか等

大変ではなかった 大変だった

１ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５

（２）体調を保つことについて（自宅での生活）
※研修時間内については（４）で記入

大変ではなかった 大変だった

１ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５

（３）研修時間について
７月： ９時 ～ １５時

さほど負担ではなかった 負担だった

１ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５

（４）休憩時間の過ごしや、作業中の
小休憩（リフレッシュ）などについて

休めた 休めなかった

１ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５

（５）職場環境について
音・人の出入り・空調など気になる刺激は
なかったか

気になることはなかった  気になることがあった

１ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５

エピソード
本人と話してみ
てわかったこと

話し合った対策

受入側が思いが
ちなこと

●これまでの経験で
早く来すぎだと言わ
れたことがある

●早く着いて何をしたら
いいか分からない

★早く着いてからの
過ごし方を決めておく

「出勤時間が
いつもぎりぎり」

どう伝えたら
いいか・・・

「お助けメモ」

県特別支援教育課作成

 お助けメモ（困ったら確認してください）

・のどが乾いたら、適宜お茶を飲んでいいです。

・トイレなど部屋を出る際は担当に、「少し席をはずします」と言って出てください。

・困ったら担当に「ちょっといいですか」と言って尋ねてください。担当がいない場合は、
　デスクワークをしている他の職員に尋ねてください。
　※１　尋ねないほうがいい人（課長、副課長、電話をしている職員、他の人と話をしている
　　　　　職員）
　※２　課の職員が、みんな※１の状態の場合は自分の席で待ち、尋ねられる人ができたら
　　　　　尋ねてくださいね。

・一つの作業が終わったら、終了を担当に伝えてください。

・体調が悪くなったら、我慢せず担当か他の職員に伝えてください。



「臨機応変さが求められる作業」

５

６

新聞記事を縮小コピーしてスクラップする作業を

担当してもらった際、記事の大きさが様々であり、

その都度縮尺を考えなければいけない要素が

含まれており、研修生も苦戦していました。また、

複数の職員が「そのままコピーしたらよい」、「ある程度

縮小してコピーしてください」と異なる指示をしたことで、

本人を混乱させてしまいました。

振り返りミーティングで話し合い、以後はコピー作業を

省き、そのまま切り抜いてスクラップするよう工程を

見直しました。

「ある程度でOKな簡単な作業」

割り印を押してもらう作業を依頼しました。私自身も

自分の仕事に追われていたので、すぐに終わるだろうと

思って、その様子を見ずに時間が経過していました。

ところがしばらく経っても作業が終わっていませんでした。

後で研修生に声をかけると、割り印を押す中央位置

の目安が決め切れず、私が忙しそうにしていたので

質問にも行きそびれていた状況があったことが分かり

ました。振り返りミーティングで話し合い、以後は担当

者以外でも質問に行くよう伝えました。

研修生の声 「どの程度のクオリティーが求められる

のかが分からず戸惑いました。今後は、一つ作業を

したら、『こんな感じでよろしいでしょうか？』と職員

さんにまず確認してから作業を進めようと思います」

受入部署の担当者の声 「研修生がどんなところで

戸惑うかが分かりました。簡単な作業だったので私も

ざっくりとした指示しかしてなかったのが反省点ですね」

１７

出勤後のルーティン業務として掃除をしていただきました。

研修生の出勤時間には周りの職員は、既に仕事を始

めている状況でした。そのため、在席している席の周辺

は『どの範囲まで』掃除をするかが曖昧な部分でした。

そこで、事務所内の図を作成し、『はき掃除を行う範

囲』の見える化をして伝えました。

研修生から、「空気を読むことが苦手で、人がいないか

ら掃く、いるから掃かないと、その場に合わせて動くのは

苦手です」との声があがったので、床にテープを貼って

掃除のエリアが分かるようにしました。

４

「掃除範囲の見える化」

「掃除手順のリマインダー」

県特別支援教育課作成



「自分にあった休憩方法①」

８

日誌の中の体調チェックの項目には、体調不良がうかが

われるチェックはついていませんでしたが、仕事場面では

疲れがたまっている様子がうかがえました。

本人の受け止めを聞いてみると、作業に集中し過ぎて休

憩を忘れてしまうことや、昼休憩以外は、常に作業をして

おかないといけないと考えていることが分かりました。

これらのことを踏まえ、休憩のタイミングや、休憩方法の

レパートリーについて話し合いました。

★昼休憩は席で仮眠をとってもよいなど、職場でOKとさ

れる休憩方法を伝えたこともあります。

研修生からは、休憩方法のアイデアとして、例えば好きな

動物が載っている写真やカレンダーをデスクに置く、好き

なキャラクターがついているカップを使うなど、癒しグッズ

（視覚的にリラックスできるもの）を取り入れるというアイ

ディアもありました。

１８

７

「日誌内容の取扱い（例）」

本人から質問があって、その場で対応案を話し合えたと

思ってたら、日誌には「今日は、□□なことがあって、とっ

ても困りました」と書いてありました。気になった記載だった

ので、５分ミーティングで確認してみました。

困った後の展開を話題にあげ、どのような対応案を話

し合い、やってみてどうだったかなどを聞いてみたところ、

その後は困らずに対応できたと本人が感じていることが分

かりました。担当者としても安心しました。

「困りごとを把握するための書式例」日誌より

（４）今日の総合評価： ５ ４ ３ ２ １ （※５が最も良い評価）  

その理由（※迷ったことや困ったことでも構いません）

退庁時間（ ： ）

エピソード
本人と話してみ
てわかったこと 話し合った対策

「日誌で体調チェック
しているが、安定せず
疲れがたまってそう」

随時休憩をとりながらで
構わないのだが・・・

受入側が思いが
ちなこと

●作業に集中しすぎ
てつい休憩を忘れる

●休憩時間以外は、
常に作業をしておか
なければいけないと
思っていた

★休憩のタイミングを
決めてみる、アラーム
を活用してみる

★“休憩をとらねば”と
こだわらず、小休止の
方法（気分転換／合間の
作業）を話し合う



「評価のすり合わせのポイント」

１１

「疲れのサイン」

１２

音に対する感覚過敏がある研修生から、研修前に提出

されたプロフィールには「耳栓をして作業をしたい」との記

載がありました。

実際に研修が始まってみると、耳栓をするほどの状況に

はなりませんでしたが、疲れてくるとやはり音が気になりや

すいことを体験しました。そこで、受入部署の担当者と本

人と就労支援機関とで、自分にとっての疲れのサインは、

「体調が悪くなってくると聴覚が過敏になってくる」というこ

とであり、そのサインが出た際にはペースダウンを検討する

ことを話し合いました。

受入部署の評価より自己評価が低い場合には、

戦力になっている、助かっているということを、言葉に出し

て伝えることを意識しました。また、前回の評価表と比較

して本人の自己評価が上がっている項目を話題に挙げ、

本人の努力や工夫を共有するよう心掛けました．

受入部署の評価より自己評価が高い場合には、

評価の背景を聞き取っていくと、本人の受け止めとして

″困ったことがあっても周囲の職員さんに質問したり、指

示を繰り返し受けた結果、うまくできた“ と捉えているこ

とが分かりました。

評価のズレを修正することよりも、良い評価に至った要

因である、『自分の対処や工夫』と、『助かる周囲のサ

ポート』 を今後も続けていくことを確認するよう心がけ

ました。

１９

「業務依頼内容の見える化」

１０

受入部署の特徴として、そもそもルーティン業務が少ないた

め、どんな仕事を用意したらよいのか、スポット業務をいくつ

か頼むと、「どれからやったらよいか」と混乱しないだろうか

と気にしていました。

そこで、「何を・どれだけ・いつまでにしたらいいのか」を記載

するカードを作成しました。最初の１ヶ月は業務を依頼す

る職員が書いて説明し、2か月目以降は、研修生が書き

職員に確認する、というように研修生自身が使えるツール

となることを心がけました。

質問：特に助かったサポートは？

研修生「期限が示されていたことです」

９
「自分にあった休憩方法②」

振り返りミーティングで「疲れをためない工夫」を話していくう

ちに、作業に集中し過ぎるあまりに夕方には大きな疲労を

抱えてしまうことに気づきました。そこで、定期で休憩を取る

時間を設けたことにより、疲れをためこまずに働けるようになり

ました。研修終了時には障害特性をまとめたプロフィールに

「時間を固定して休憩をとることで、能率が上がり、効果的

に作業ができます」という記載を追加しました。

研修生「時間を固定して休憩をとるようにしてからは、

帰ってからの疲労度が全く違います」

県特別支援教育課作成

「業務依頼カード」



MEMO
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